
［卒業生からの推薦文（抜粋）］ 

2023 鹿児島大会ご参加の皆様へ 

知覧特攻平和会館への慰霊訪問をおすすめします 

学徒出陣 80 周年 企画展開催中 

「学 鷲 の 軌 跡」 

     「特別操縦見習士官」の隊員にスポットを当てる 

           

我ら上智大学出身の特別操縦見習士官 

三人が記録されています。 

             （知覧には二人展示。河野氏は東京上空で戦死） 

＊ 石原正嘉氏（1941.4 専商入学）   「一期生」 

 1945.4.27  嘉手納沖にて突入戦死 誠第 33 飛行隊 

       平和会館玄関先に立っている航空兵の後ろに 

お兄さん達が建立した石灯籠があります 

＊ 河野 敬（タカシ）（1941.4 予科入学）  「一期生」 

   1945.4.7 東京上空にて B29 への体当たりで戦死 

＊ 片山悦次氏（1943.4 専商入学）    「二期生」 

 1945.4.8 沖縄方面ヘ特攻出撃戦死 第 68 振武隊 
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　戦中、満20歳を迎える男性は徴兵検査を受け、兵役に服する義務
がありました。その中で、大学や専門学校など高等教育機関に在籍
していた学徒は26歳まで徴兵が延期される特権が与えられていま
した。しかし、昭和18年10月、戦争の長期化と戦況の悪化により徴
兵猶予が停止され、いわゆる学徒出陣により軍に入営していきま
した。
　陸軍では学徒らを対象にした特別操縦見習士官の制度を設け、
劣勢を挽回すべく航空要員の養成を急ぎました。昭和18年10月入
校の1期生から4期生まで、およそ8,000名が航空の道に進みました。
　沖縄戦では陸軍の特攻隊員1,036名が特攻戦死されていますが、
そのうち273名が特別操縦見習士官の出身です。
　本企画展では、彼らの遺筆や関連資料の展示、関係者の証言映
像、時代背景と訓練、特攻隊員になる経緯を紹介します。学徒出陣
から80年の節目に、学鷲と呼ばれた彼らの軌跡をたどっていただ
き特攻の史実をより深く知っていただけたら幸いです。
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